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公益財団法人ソフトピアジャパン 産業人材育成室 有馬 寛子 0584-77-1166 

 

公益財団法人ソフトピアジャパン 

「次世代ワイヤレスインフラ『5G』」セミナー 

 

 

次世代ワイヤレスインフラ『5G』は、2020年より回線設置がはじまり、2025年までにほぼ日本

全土に普及する予定である。高速・大容量・低遅延の次世代ワイヤレスインフラ『5G（※1）』

により、今後、産業構造がどのように変わるか解説いただき、5Gへの理解・関心を深め、IT企

業、ITベンチャー、車両・航空機等の製造業における利活用方法等を考えることで、次世代の人

材育成の参考となるセミナーを下記のとおり開催します。 

 

記 

１ 日  時 令和元年９月２５日（水） １４時００分～１６時００分 

２ 場  所 ソフトピアジャパン ドリーム・コア 2階 メッセ 

  （岐阜県大垣市今宿 6-52-16） 

３ 内  容  

第 1部 

「すぐそこまで来ている次世代ワイヤレスインフラ『5G』が 

産業構造を変える」 

講師：松木 彰
ま つ き  あ き ら

氏 ドコモ・システムズ株式会社 取締役 クラウド事業部長 

４ 定 員 ４０名（要申込・先着順） 

５ 対   象 ITベンチャー・IT企業、岐阜県内の製造業等の方、「５G」に興味のある方 

６ 参 加 費 無料 

７ 問 合 せ 公益財団法人ソフトピアジャパン 

産業人材育成室 担当：末松、有馬、天川、島崎 

〒503-8569 大垣市加賀野 4-1-7 

TEL 0584-77-1166  FAX 0584-77-1105 

  

PRESS RELEASE 



※1 5G（ファイブジー） 

これまで 1G から 4Gに至るまで、通信速度の向上が進んできた。5Gもより高速化を実現

するものであるが、5Gはそれだけでなく、「多数同時接続」、「超低遅延」といった特徴を

持っている。4Gまでが基本的に人と人とのコミュニケーションを行うためのツールとし

て発展してきたのに対し、5Gはあらゆるモノ・人などが繋がる IoT時代の新たなコミュ

ニケーションツールとしての役割を果たすこととなる。 

 

「多数同時接続」とは、基地局 1台から同時に接続できる端末を従来に比べて飛躍的に

増やせることである。例えば、これまでは自宅で PCやスマートフォンなど数個程度の接

続だったものが、5Gにより 100個程度の機器やセンサーを同時にネットに接続すること

ができるようになる。また、情報通信研究機構（NICT）は 2018年 3月、実証試験におい

て端末約 2万台の同時接続を確認したと発表した 15。これにより、例えば倉庫に保管さ

れた多数の物品の位置や中身の把握、また、災害時に大勢の避難者にウェアラブル端末

を着けて健康状態を遠隔で確認する、といった用途への活用が見込まれる。 

 

「超低遅延」とは、通信ネットワークにおける遅延、即ちタイムラグを極めて小さく抑

えられることである。例えば、自動運転のように高い安全性が求められるものにおいて

は、リアルタイムでの通信が必要である。また、ロボットの遠隔制御や遠隔医療といっ

た分野においても超低遅延の効果が発現できる。 

 

このように、5Gは来るべき IoT時代の重要な基盤となるものである。その実現により、

コミュニケーションのあり方の変化、そして新たなビジネスの進展に繋がることが期待

される。 

（総務省 平成 30年度政策白書より抜粋） 
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